



Branding of agricultural products in urban agriculture 
 




































































































































































あやせコーンの 2020 年度の作付け総面積は 930a、総出荷量は約 10t であっ
た。作付け品種としては主にゴールドラッシュを中心に試験的に新しい品種も










あやせコーンの生産を担う綾瀬市トウモロコシ部会は、1974 年（昭和 49 年）














































































































茅ヶ崎の白いナス「トルコナス」の出荷が 6 月 21 日から始まった。トルコ
ナスは色が白く丸みを帯びているのが特徴で、もともとは直売所向けの品種


























として共販出荷をおこなっている。出荷の時期はトマトが 5 月上旬、葉物は 12














た。また、茅ヶ崎地区では生産者として 20 代から 30 代の新規就農者、若手生
産者にターゲットに絞り、さがみ MT 茅ヶ崎に加入を勧めた。 























ナス」と比較したデータが図表 3 である。 
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「縞むらさき」と「トルコナス」は「千両ナス」と比較し秀品率が非常に高












図表 3 品目別実績表（2016 年） 
 「縞むらさき」 「トルコナス」 「千両ナス」 
数 量（㎏） 8,562 609 8,321 
金 額（円） 2,302,870 167,738 1,909,675 




も、2017 年で 3 年目となっていた。前年の「トルコナス」の成功に自信をもっ
た JA さがみの担当者とさがみ MT 茅ヶ崎の生産者は、新たな目標を「販売面
ではトルコナスの 大の強みである食味を前面に押し出した PR をしながら販
売をおこなっていくこと、栽培面に関してはこれまで培ってきた栽培技術を駆















2017 年の出荷実績をまとめると、まず出荷市場を 7 市場に広げ分荷をおこ
ない、行った出荷の合計数量は 9,649kg、合計金額は 283 万 3,281 円となった。
また、1 玉辺りの価格についても、もっとも出荷量の多かった中心規格のサイ
ズなどで 1 玉 100 円という目標を達成することが出来た。昨年と比べてみる






スの取り組みが高く評価され、この年の JA グループ神奈川 TAC・担い手担当































































































緩やかとなっている。2021 年現在、さがみ MT 茅ヶ崎ではメンバーは 4 名と
都市農業における農産物ブランディングの取り組み 
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2 タウンニュース綾瀬版（2019 年 7 月 12 日号） 
3 湘南経済新聞社 HP https://shonan.keizai.biz/headline/2615/（2021/05/10 閲覧） 
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